
血統表ノボレインボーの21
13,200円　※2023年保険料 423円　　募集口数：500口【競走馬出資金総額 660万円】一口価格：

2021年3月29日生 │ 芦毛 │ 美浦・松山将樹廐舎 │ サンバマウンテンファーム生産
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メス

※測尺・馬体重はHPで最新情報をご覧ください。

Famiiy
ノボレインボー（06 *ノボジャック）３勝。本馬は第７仔。産駒
ノボサプライズ（15 牝 栗 *ノボトゥルー）北海道（公）１勝，東海（公）３勝，○現 
ノボノンノン（17 牝 鹿 ワールドエース）南関東（公）１勝，石川（公）４勝，○現 
シルキー（18 牡 芦 ダノンシャーク）南関東（公）１勝，○現
カラフルリーフ（20 牝 栗 ダノンシャーク）北海道（公）入着，○現

ガルデーニエ（98 タマモクロス）２勝。産駒
カミンスルーザライ（牡 *アジュディケーティング）入着，北海道（公）３勝
カシノレインボー（牝 *スウェプトオーヴァーボード）佐賀（公）20勝，新涼賞３着，南関東（公）４勝
ジェットコマチ（牝 *ホワイトマズル）南関東（公）８勝
ユノエスクード（牝 *トワイニング）広島（公）４勝，若駒賞３着

*クラシーグリーン Classy Green（86 Vice Regent）米国産，北米２戦。産駒
ケイティグリーン：石川（公）８勝，サラブレッドヤングチャンピオン
クラシーグロー：不出走。産駒

オフィシャル：北海道（公）３勝，中央１勝，釧路湿原特別

ザソス Thasos（82 Vaguely Noble）不出走。産駒
センターフォールドミス Centerfold Miss：北米７勝，Life's Magic H，Rose Rock S，Guthrie S，

Great Plains S

カミシア Kamicia（74 Kashmir）仏２歳牝馬チャンピオン，仏４勝，ヴェルメイユ賞-G1，クリテリウムデプー
リッシュ-G1，ノネット賞-G3，グロット賞-G3 ２着，マルレ賞-G3 ３着，エクスビュリ賞-G3 ３着，Prix 
La Camargo-L ３着，北米入着，クリサンシマムＨ-G3 ２着。産駒
ポンチャテューラ Ponchatula：伊２勝，Premio Cesare Degli Occhi-L ３着
パーダースター Purdah Star：不出走。産駒
テイプデック Tape Deck：豪３勝，WATC Lindsay Rosenthal S-L，WATC All Stars Quality 

S-L
トマホークランサー Tomahawk Lancer：北米13勝，Midwest CityS２着，Holiday H３着

母

祖母

四代母

五代母

曽祖母

©イーストスタッド

種 牡 馬

ブルードメアサイアー

2歳9月のデビュー戦は良いところなく敗れるも、喘鳴
症の手術を経て臨んだ3歳3月の未勝利戦で圧勝。続
くアザレア賞も快勝すると、青葉賞では断然人気に応
えて優勝。重賞初制覇を飾った。1番人気で迎えたダ
ービーでは上がり最速33.3秒の末脚を繰り出すものの、
先に抜け出したレイデオロ、スワーヴリチャードに及
ばず3着に敗退。その後は故障等により出走が叶わず
引退し、種牡馬入りが決定。クラシック牝系のディー
プインパクト産駒として確かな血統背景を有し、大器
の片鱗を見せた父からどんな産駒が誕生するか、注目
されている。

アドミラブル
●2014年生　鹿毛　安平産
●競走成績　5戦3勝
　青葉賞（GⅡ）、アザレア賞、日本ダービー（GⅠ）3着
●種牡馬成績　2020年から供用中
●主な産駒　2023年に初年度産駒がデビュー

ノボジャック
●1997年生　栗毛　米国産
●競走成績　ＪＢＣスプリント（ＧⅠ）　ＮＡＲ特別表彰馬
●主な産駒／母の父として：メモリーエフェクト（天神
橋特別）、メモリーレゾン（北海H）／父として：ブ
ラゾンドゥリス（黒船賞）、ラブバレット（北海道ス
プリントＣ２着）、カツゲキライデン（エトワール賞）

水 上 学 の 血 統 解 説

　父アドミラブルは2023年の新種牡馬で、現役
時は青葉賞を規格外の走りで制し、人気となっ
たダービーでは大外枠と不利に泣いて小差3着。
これを最後に脚部不安に見舞われ引退した未完
の大器だった。名門バレークイーン牝系で、クラ
シックに強い血統の種牡馬。本馬は父の能力を
託しての初年度産駒となる。
　本馬の母はダート短距離で一時代を築いたノ
ボジャックに、芦毛の英雄タマモクロスという渋
い配合。ただ牝系は海外でも中堅を輩出しており、
バランスは良い。仕上がりは意外と早く、母方
のスピードの持続力やパワーが、父アドミラブル
の切れを支えるという安定した構図になるはずだ。
　おそらく芝に適性を示し、距離は2000ｍから
2400ｍが合うと思う。

募集馬番号　6

父アドミラブルは500キロを優に超える馬体を誇り、ディープインパクト系らしさと
はかけ離れた、実に重厚な馬体を躍動させて走った馬でした。ピュッと切れるタイ
プではないため、日本ダービーのような舞台は向かないながらも３着に好走したの
は能力の高さの証明であったと思います。タラレバになりますが、脚部を故障するこ
となくあのまま走り続けていたら、重賞をいくつも勝てていたはず。産駒には馬体の
雄大さと重厚さを伝えるはずですから、時計の掛かる芝のレースやもしかするとダー
ト戦でも走るタイプの馬が誕生するのではないかと期待しています。ノボレインボー
の２１はパッと見た印象ではアドミラブルらしさは出ていないように映りますが、馬
体全体のバランスは良いですね。首や手肢の長さも十分にあって、胴部にも伸びが
あり、すっきりとしています。牝馬であることで重くなりすぎなかったと解釈すること
ができます。母ノボレインボーも大きな馬格を誇り、中央の短距離ダートで３勝を
挙げた堅実な馬でしたから、同馬もデビューする頃には500キロ近いサイズ感に成
長しているのではないでしょうか。この母からそろそろ当たりが出そうな気もします。

ディープインパクト系で芝クラシック路線で活躍した父アドミラブルと、ダート短距
離タイプの母系の掛け合わせにより、未知の魅力を秘める本馬。父アドミラブルは
故障によりダービー3着以降は出走が叶いませんでしたが、その夢の続きは産駒た
ちに託されました。そして母ノボレインボーは本馬を産んだ後、残念なことに天国
へと旅立ちました。両親の想いを引き継いだ本馬にまぶしい未来が待っていること
は疑いようがなく、競馬場で拍手を浴びながら輝く姿を見ることが楽しみでなりま
せん。

POINT

治 郎 丸 敬 之 の 馬 体 診 断
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